
42回生5月 14日連絡分

　おはようございます。学年の先生方の朝のメッセージは、どう響きましたか。普段は、当たり前に聞こえている声の
はずなのに、今の皆さんには、先生方のどんな想いが伝わったでしょう。
　言葉にはさまざまな重み、深みがあります。直観だけでなく、客観的に先生方の言葉、姿を振り返って欲しいと思い
ます。
　あと二週間。今度こそ、皆さんの努力が報われて、登校の門戸が開くことを信じよう。
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　今日、緊急事態宣言についての検証結果から政府より何らかの発表があり、場合によっては学校
も、止まっていた時間が動き始める可能性があります。
　勿論、慣らし、助走だけでなく、安心、安全に対する配慮もきちんと考えて、保護者とも理解を共
有したうえで、いよいよ42回生の3学年をスタートさせることができると信じたいです。
　ただ、5月18日(月)には、次の郵送をします。この郵送費は、本校PTAより捻出して頂きました。
もう一息、生徒、保護者、教師、学校が一体となって、試練に立ち向かいましょう。
　生徒の皆さん、18日(月)は返送封筒投函日です。一覧表と照らし合わせて、郵送すべきプリント等
の提出準備をして下さい。自分の目で確かめてくださいね。

　本日の　　脱三密　対抗は　三止　を発信します。

　　　　①　簡単でない道の進み方が適切かどうか確かめるために止まってみる
　
　　　　②　着実に進んでいるからこそ、少しだけ止まって呼吸を整える
　
　　　　③　探究の深さに思い込みがないか、周囲を見ながら止まってみる
　
　便利な世の中は、何故作り上げられたのか？その裏には、多くの困難、多くの問題、多くの無駄と
思われる行動があり、「どうすれば便利に？」という気持ちにより、工夫が生まれ、その解決に恐ろ
しいほどの時間が消費された結果です。
　私達はそのことを忘れ、無視し、自分達の目の前に起こっていることに、不平や不満を多く口にし
てしまう。
　こんな今こそ、諦めない心、工夫する心、手にすることができる喜びを感じる心を、改めて感じる
ことができるチャンスです。
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